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3-2. 錯体前駆体の構造評価と形態観察

(粉末XRD、SEM)

3-3.錯体前駆体の加熱時の重量・発生ガス変化

(熱重量測定-発生ガス分析、Heフロー下光イオン化法)

触媒1またはニッケル硫化物の前駆体2として利用される。

新規ニッケル-チオール錯体の簡便な
作製法と硫化物前駆体としての利用

2. 目的と実験方法: Ni(SMePh)2結晶作製とβ-NiSへの熱分解

3-1. Niチオラートの構造解析 (単結晶XRD)

空間群: Pത421c

a = 18.791 Å, c = 23.109 Å

(同様の原料からなる溶液の静置により、構造解析用の単結晶を作製)

前駆体錯体の簡便な合成法の開発 ニッケル硫化物への熱分解

3. 結果と考察

3-4. 熱処理後試料の構造評価と形態観察

(粉末XRD、SEM)

3-5. 錯体と硫化物の表面積の調査

(窒素吸着, BET法)

1. 背景: Ni-S系錯体
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4. 結論と展望
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[Ni(SEtPh)2]6

他に[Ni(CH3)2]6、
[Ni(PhS)2]9など。
これらの熱処理や
[Ni(SMePh)2]nは
報告なし。
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熱処理

N2flow

1時間

ニッケルフェニル
メタンチオラート

Ni(SMePh)2

NiCl2
MeOH,OleA

混合溶媒中
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Ni(SMePh)2 (3-1の結晶構造から算出)

99:01

80:20

50:50

600 °C

400  °C

200  °C

前駆体試料50:50を各温度で加熱 600 °C
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Ni7S6 (#2768)

α-NiS (#646352)

β-NiS (#151599)

(#: ICSD Collection Code)

前駆体錯体
(50:50)
比表面積: 3 m2/g

熱処理後試料
(200 °C)
比表面積: 17 m2/g
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Ni(SMePh)2の簡便な合成法の開発 β-NiSへの熱分解

• Ni(SMePh)2の簡便な合成法を開発
⇓

• 他の錯体、特に結晶性のものが得
られにくいチオラートへ応用が期
待される

• 前駆体の種類により、ナノ構造を有す
る硫化物の結晶構造を制御可能

• 種々の硫化物の結晶構造とナノ構造を
制御できれば、高性能エネルギー貯蔵
材料や電気化学触媒材料の実現に貢献


